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雲南市個人情報保護法施行条例の制定について 可決 〇 〇

※

〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
議
長
代
理

雲南市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

雲南市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度雲南市一般会計補正予算（第７号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」の提出についての請願 不採択 〇 ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● 〇

雲南市議会　議長

矢 壁 正 弘
雲南市議会　副議長

白 築 俊 幸
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
新
春
を
清
々
し
い

気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
雲
南
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご

指
導
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
、
12
月
１
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
令
和
４
年
雲
南
市
議
会
12
月
定

例
会
に
お
き
ま
し
て
、
正
副
議
長
、

委
員
会
の
構
成
替
え
を
行
い
、
雲
南

市
議
会
第
８
代
の
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
者
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に
公

正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
議

会
の
活
性
化
を
更
に
進
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
市

民
の
皆
様
方
の
声
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
直
面
す
る
課
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
雲

南
市
議
会
で
は
、「
議
会
基
本
条
例
」

議
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

の
精
神
に
則
っ
て
、「
開
か
れ
た
議

会
」「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
」

を
目
指
し
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
研
鑽
努
力
を

し
、
地
方
分
権
時
代
に
適
応
し
た
責

任
あ
る
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
地
方
自
治
の
本
旨
は
、
議

会
と
執
行
部
が
共
に
切
磋
琢
磨
し
、

社
会
福
祉
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
生

活
向
上
に
努
め
て
い
く
と
い
う
、
二

元
代
表
制
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

雲
南
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

市
長
と
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重

ね
、
市
民
の
皆
様
の
た
め
の
施
策
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
明
日
の
地
方

自
治
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
1
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
一
月

雲
南
市
議
会

議
長　

矢
壁

正
弘
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採 決 結 果 （議案及び請願で賛否の分かれたもの） 議長は採決に加わりません　　「〇」… 賛成　　「●」… 反対　　「※」… 欠席

議
長

　
矢
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弘
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長

　
白
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幸

議
会
選
出
監
査
委
員

　
周
　
藤
　
正
　
志

議
会
運
営
委
員
会

◎ 
松
　
林
　
孝
　
之

○ 
藤
　
原
　
信
　
宏

　
中
　
林
　
　
　
孝

　
中
　
村
　
辰
　
眞

　
原
　
　
　
祐
　
二

　
細
　
田
　
　
　
実

総
務
常
任
委
員
会

◎ 

中
　
村
　
辰
　
眞

○ 

梶
　
谷
　
佳
　
平

　
多
　
賀
　
法
　
華

　
安
　
田
　
栄
　
太

　
佐
　
藤
　
隆
　
司

　
細
　
田
　
　
　
実

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎ 

原
　
　
　
祐
　
二

○ 

上
　
代
　
純
　
子

　
宇
都
宮
　
　
　
晃

　
上
　
代
　
和
　
美

　
足
　
立
　
昭
　
二

　
松
　
林
　
孝
　
之

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎ 

中
　
林
　
　
　
孝

○ 

鶴
　
原
　
能
　
也

　
児
　
玉
　
幸
　
久

　
周
　
藤
　
正
　
志

　
藤
　
原
　
信
　
宏
　

　
白
　
築
　
俊
　
幸
　

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

◎ 

安
　
田
　
栄
　
太

○ 

上
　
代
　
純
　
子

　
児
　
玉
　
幸
　
久

　
鶴
　
原
　
能
　
也

　
梶
　
谷
　
佳
　
平

　
宇
都
宮
　
　
　
晃

　
藤
　
原
　
信
　
宏

　
白
　
築
　
俊
　
幸

予
算
審
査
特
別
委
員
会

◎ 

細
　
田
　
　
　
実

○ 
児
　
玉
　
幸
　
久

　（
議
長
を
除
く
全
議
員
）

島
根
原
子
力
発
電
対
策

特
別
委
員
会◎ 

足
　
立
　
昭
　
二

○ 

児
　
玉
　
幸
　
久

　
多
　
賀
　
法
　
華

　
安
　
田
　
栄
　
太

　
上
　
代
　
和
　
美

　
中
　
林
　
　
　
孝

　
細
　
田
　
　
　
実

災
害
復
興
対
策
特
別
委
員
会

◎
白
　
築
　
俊
　
幸

○
多
　
賀
　
法
　
華

　
安
　
田
　
栄
　
太

　
児
　
玉
　
幸
　
久

　
中
　
林
　
　
　
孝

　
中
　
村
　
辰
　
眞

　
原
　
　
　
祐
　
二

　
藤
　
原
　
信
　
宏

雲
南
市
・
飯
南
町
事
務
組
合

議
会
議
員　

安
　
田
　
栄
　
太

　
上
　
代
　
純
　
子

　
鶴
　
原
　
能
　
也

　
梶
　
谷
　
佳
　
平

　
松
　
林
　
孝
　
之

　
矢
　
壁
　
正
　
弘

雲
南
広
域
連
合
議
会
議
員

　
上
　
代
　
和
　
美

　
足
　
立
　
昭
　
二

　
中
　
村
　
辰
　
眞

　
佐
　
藤
　
隆
　
司
　

　
藤
　
原
　
信
　
宏
　

　
白
　
築
　
俊
　
幸

　
矢
　
壁
　
正
　
弘

◎
…
委
員
長

○
…
副
委
員
長

成構会議新
　12月１日に開会された定例会において、正副議長など新しい議会構成が下記のとおり
決まりました。
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12月定例会報告

　

 

　
12
月
定
例
会
を
12
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　

条
例
10
件
、
補
正
予
算
13
件
、
承
認
１
件
、
同
意
６
件
、
報
告
４

件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
・
承
認

し
ま
し
た
。

　
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
１
件
が
提
出
さ
れ
、
意
見
書
を
国
会
及
び
政
府

に
提
出
し
ま
し
た
。

令和４年度12月 令和４年度12月 補正予算可決補正予算可決
（補正後総額　328億5,048万円）（補正後総額　328億5,048万円）

●●肥料価格高騰対策事業補助金肥料価格高騰対策事業補助金
●●雲南市飯南町事務組合負担金雲南市飯南町事務組合負担金
　（CATV事業）　（CATV事業）
　　ケーブルテレビ伝送路を活用したケーブルテレビ伝送路を活用した
　　光回線網整備費光回線網整備費

９９億円億円
44億億4,3004,300万円万円

（債務負担行為設定）（債務負担行為設定）

５５億億8,0008,000万円万円
（債務負担行為設定）（債務負担行為設定）

1,5001,500万円万円
99億億7,8007,800万円万円

（全額繰越明許）（全額繰越明許）

減額

減額

減額

●●令和３年７月豪雨災害で被災した復旧工事　令和３年７月豪雨災害で被災した復旧工事　

公共土木施設災害復旧事業公共土木施設災害復旧事業

農地災害復旧事業農地災害復旧事業

農業用施設災害復旧事業農業用施設災害復旧事業
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令和４年度12月 令和４年度12月 補正予算可決補正予算可決
一般会計一般会計 44億億432432万円減額万円減額 （補正後総額　328億5,048万円）（補正後総額　328億5,048万円）

事　業　名 内　　　　　容 補正額 補正後総額 備考

ふるさと納税推進事業 寄付金の増加に伴う委託料・手数料・広告料の増 31,914 204,948 拡充

デジタル田園都市国家構想推進
事業

同構想に基づく雲南市版総合戦略策定に係るアドバイザー謝金
及び委託費 800 800 新規

タクシー事業者原油価格高騰支
援事業 市内タクシー事業者に対する燃料費の一部を支援（下期分） 1,383 2,767 拡充

指定管理者電力等価格高騰対策
支援事業補助金 電気、ガス、燃料油の価格高騰に対する指定管理者への支援 50,000 50,000 新規

知事、県議会議員選挙 R5.4 執行予定の統一地方選挙に係る期日前投票、ポスター掲示
板設置等の経費 15,202 15,202 新規

番号制度導入事業 マイナンバーカード申請に係るサポート業務委託経費等 11,790 17,176 拡充

高齢者福祉施設電力等価格高騰
対策支援事業

県が実施する予定の物価高騰支援の対象とならない事業所への
支援 400 400 新規

障がい者福祉施設電力等価格高
騰対策支援事業 同上 400 400 新規

予防接種事業 子宮頸がん予防に係る接種費用補助および接種委託料 15,497 118,227 拡充

新型コロナウイルスワクチン接
種対策事業 オミクロン株対応型接種、小児・乳幼児接種経費の増 102,551 259,352 拡充

児童福祉施設電力等価格高騰対
策支援事業補助金

市内の私立及び業務委託の保育施設等への電気、ガス、燃料、
食料品等への価格高騰分の支援 13,600 13,600 新規

食材納入業者支援事業 新型コロナウイルス感染症による臨時休園時のキャンセル分の
食材納入業者への支援 300 300 新規

小学校特別支援学級設置事業 R5 設置の斐伊小・三刀屋小・吉田小に係る施設改修工事費等 13,691 14,998 拡充

有害鳥獣捕獲奨励事業 年間捕獲頭数見込み増に伴う同奨励金の増 7,165 62,540 拡充

キャッシュレス決済消費喚起支
援事業

キャッシュレス決済サービスを利用したポイント還元による消
費喚起 22,074 22,074 新規

宿泊・観光消費喚起支援事業 宿泊・観光施設で利用できる観光券 1,000 枚を閑散期対策とし
て追加販売 2,376 11,231 拡充

飲食・タクシー事業消費喚起支
援事業

市内飲食・タクシー業に係る消費喚起のためプレミアム商品券
の増部 10,000 34,700 拡充

災害関連地域防災がけ崩れ対策
事業 がけ崩れ対策の法面工事（三刀屋町上熊谷地内） 4,000 4,000 新規

菅谷たたら山内保存修理事業 三軒長屋の屋根工事変更に係る設計委託費および工事費の増額 10,000 85,100 拡充

その他主な補正予算（一般会計） （単位：千円）
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議案　請願　審議結果議案　請願　審議結果
承　　　認 採決結果 採決状況

令和４年度雲南市一般会計補正予算（第５号）の専決処分の承認を求めることについて
・補正額　　　　　203,960千円　
　補正後の額　 33,254,800千円

承認 全会一致

条　　　例　 採決結果 採決状況

雲南市個人情報保護法施行条例の制定について
・個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、

法律に基づき新たに条例を制定するもの。
可決 賛成多数

雲南市個人情報保護審査会条例の制定について
・個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、

個人情報保護制度の適正かつ公平な運営を確
保することを目的とした機関を設置するため
新たに条例を制定するもの。

可決 全会一致

地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定について
・地方公務員法の一部を改正する法律の公布に

より地方公務員の定年年齢が引き上げられる
ことに伴い、関係する条例を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市新型コロナウイルス感染症対応基金条例
の一部を改正する条例について
・「新しい生活様式」の確立に向け、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を
財源とした基金を充当し実施している事業の
事業完了見込みに伴い、条例を改正するも
の。

可決 全会一致

雲南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例について
・放課後児童クラブ１拠点あたりの職員配置に

ついて、支援員２名以上としているが、利用
児童数が少なく、複数拠点がまとまって合同
開催する場合に限り、各拠点支援員1名以上
の職員配置を可とする取扱いに変更すること
に伴い、条例を改正するもの。

可決 全会一致

条　　　例　 採決結果 採決状況

雲南市手数料徴収条例の一部を改正する条例に
ついて
・都市の低炭素化の促進に関する法律（略称：

エコまち法）施行規則及び建築物のエネル
ギー消費性能の向上に関する法律（略称：建
築物省エネ法）施行規則の一部改正に伴い手
数料を改正するもの。

可決 全会一致

雲南市大東町地域福祉センター条例の一部を改
正する条例について
・大東町地域福祉センターの現況に合わせ、施

設使用に係る区分及び使用料を改めるもの。
可決 全会一致

雲南市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例について
・雲南市議会の議員の期末手当の改定を行うも

の。
可決 賛成多数

雲南市特別職の職員の給与等に関する条例の一
部を改正する条例について
・市長、副市長及び教育長の期末手当の改定を

行うもの。
可決 賛成多数

雲南市職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例について
・雲南市職員の給与等の改定を行うもの。

可決 全会一致

予　　　算 採決結果 採決状況

令和４年度雲南市一般会計補正予算（第６号）
・補正額　　　　▲451,400千円
　補正後の額　32,803,400千円

可決 全会一致

令和４年度雲南市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第３号）
・補正額　　　　　3,100千円
　補正後の額　4,665,463千円

可決 全会一致

令和４年度雲南市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第２号）
・補正額　　　　　13,735千円
　補正後の額　1,221,142千円

可決 全会一致

令和４年度雲南市生活排水処理事業特別会計補
正予算（第２号）
・補正額　　　　　10,426千円　
　補正後の額　1,249,564千円

可決 全会一致

令和４年度雲南市水道事業会計補正予算
（第２号）
【収益的収支】
　・水道事業収益
　　補正額　　　　23,500千円　
　　補正後の額　1,387,060千円
  ・水道事業費用
　　補正額　　　　　27,227千円
　　補正後の額　1,324,793千円
【資本的収支】
  ・資本的収入
　　補正額　　△25,165千円　
　　補正後の額　281,263千円
　・資本的支出
　　補正額　　　　△5,193千円
　　補正後の額　803,528千円

可決 全会一致

予　　　算 採決結果 採決状況

令和４年度雲南市下水道事業会計補正予算
（第２号）
【収益的収支】
  ・下水道事業費用
　　補正額　　　　　11,876千円
　　補正後の額　　974,862千円
【資本的収支】
　・資本的支出
　　補正額　　　　　　　50千円
　　補正後の額　　848,755千円

可決 全会一致

令和４年度雲南市病院事業会計補正予算
（第２号）
【収益的収支】
　・病院事業収益
　　補正額　　　　291,604千円
　　補正後の額　5,053,606千円　
　・病院事業費用
　　補正額　　　　186,554千円
　　補正後の額　5,646,070千円　
【資本的収支】
　・資本的収入
　　補正額　　　　　▲50千円
　　補正後の額　　332,071千円

可決 全会一致

令和４年度雲南市一般会計補正予算（第７号） 
・補正額　　　　　47,080千円
　補正後の額　32,850,480千円

可決 賛成多数

令和４年度雲南市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第４号）
・補正額　　　　　　　603千円
　補正後の額　4,666,066千円

可決 全会一致
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インボイス制度の実施に当たっての意見書
　消費税の仕入税額控除の要件として、インボイス制度（適格請求書等保存方式）の実施が令和５年10月か
ら予定されている。この制度が実施されると免税事業者が本則課税事業者との取引において、仕入税額控除
が出来ないことを理由に取引を打ち切られたり、取引条件の変更を求められる恐れがある。免税事業者の多
くは、いわゆるフリーランスとか一人親方と呼ばれる事業者や小規模農家等であり、一番影響を受けること
が予想される。

　また、地方経済は、これらの免税事業者によって支えられていることも多く、地域の衰退にもつながりか
ねない。

　よって、インボイス制度の実施にあたっては下記の事項について早急に検討されるよう強く要望する。

記

１　インボイス制度を契機に免税事業者が取引を打ち切られたり、廃業に追い込まれないよう特段の対策を
講ずること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　令和４年12月16日

島根県雲南市議会

議員発議

議案　請願　審議結果議案　請願　審議結果
予　　　算 採決結果 採決状況

令和４年度雲南市生活排水処理事業特別会計補
正予算（第３号）
・補正額　　　　　　　406千円
　補正後の額　　1,249,970千円

可決 全会一致

令和４年度雲南市水道事業会計補正予算
（第３号） 
【収益的収支】 
  ・水道事業費用 
　　補正額　　　　　1,322千円
　　補正後の額　1,326,115千円 
【資本的収支】 
　・資本的支出 
　　補正額　　　　　　236千円
　　補正後の額　　803,764千円

可決 全会一致

予　　　算 採決結果 採決状況

令和４年度雲南市下水道事業会計補正予算
（第３号）
【収益的収支】
  ・下水道事業費用
　　補正額　　　　　　182千円
　　補正後の額　　975,044千円
【資本的収支】
　・資本的支出
　　補正額　　　　　　　53千円
　　補正後の額　　848,808千円

可決 全会一致

令和４年度雲南市病院事業会計補正予算
（第３号） 
【収益的収支】 
　・病院事業費用 
　　補正額　　 　 　28,054千円
　　補正後の額　5,674,124千円

可決 全会一致

同　　　意 採決結果 採決状況

雲南市教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 同意 賛成多数

雲南市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 全会一致

雲南市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて　３件 同意 全会一致

雲南市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意 賛成多数

報　　　告

議会の委任による専決処分の報告について　４件
・法律上市の義務に属する損害賠償の額を定めること及びその和解に関して、地方自治法第180条第１項の規定により、議会により委任された

事項について専決処分したものについて報告するもの。

請　　　願 採決結果 採決状況

「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」の提出についての請願 不採択 賛成少数



雲南市議会だより 8

委員会報告

総
務
常
任
委
員
会
報
告
委
員
長
　
中
村
辰
眞

（
議
案
の
審
査
）

　

本
委
員
会
に
付
託
及
び
委

託
さ
れ
た
９
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
定

年
年
齢
を
65
歳
に
引
き
上
げ

る
も
の
で
、
令
和
５
年
度
か

ら
２
年
で
１
歳
ず
つ
段
階
的

に
引
き
上
げ
て
い
き
、
令
和

13
年
度
か
ら
は
65
歳
定
年
へ

完
全
移
行
と
な
る
。
ま
た
管

理
職
の
勤
務
上
限
年
齢
も
定

め
ら
れ
、
60
歳
を
過
ぎ
る
と

非
管
理
職
に
変
わ
り
最
高
５

年
間
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　

若
い
世
代
の
昇
進
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
か
。

　
　

60
歳
を
区
切
り
に
し
て

管
理
職
か
ら
離
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
が
生
か
さ
れ
る
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
移
る
よ
う
に
な

問答

教
育
民
生
常
任
委
員
会
報
告
委
員
長
　
原
　
祐
二

（
議
案
の
審
査
）

　

本
委
員
会
に
付
託
及
び
委

託
さ
れ
た
９
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
雲
南
市
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
、

利
用
児
童
の
少
な
い
土
曜
日

等
に
ま
と
ま
っ
て
合
同
開
所

す
る
場
合
、
各
拠
点
支
援
員

の
配
置
を
緩
和
し
、
各
拠
点

２
名
を
１
名
と
す
る
も
の
で

す
。

　
　

利
用
児
童
の
少
な
い
場

合
は
、
必
ず
複
数
の
事
業
者

が
１
拠
点
で
運
営
す
る
の
か
。

　
　

ク
ラ
ブ
の
距
離
が
近
く
、

同
一
の
事
業
者
が
運
営
す
る

ク
ラ
ブ
で
の
運
用
が
考
え
ら

れ
る
。

　
　

１
拠
点
で
の
運
営
実
態

と
利
用
者
へ
の
合
意
の
必
要

性
は
。

問答問

　
　

１
拠
点
で
の
合
同
開
所

は
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
利

用
者
の
承
諾
を
と
っ
た
上
で

の
合
同
開
所
を
行
っ
て
い
る
。

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）

・
令
和
４
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

予
防
接
種
事
業
１
，
５
５

０
万
円
は
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
接
種
の
委
託
料
及
び
費
用

補
助
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

答

る
の
で
、
若
い
方
の
昇
進
を

妨
げ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）

・
令
和
４
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
推
進
事
業
80
万
円
は
、　

雲
南
市
版
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
総
合
戦
略
策
定

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
謝
金

お
よ
び
委
託
費
で
す
。 

　
　

最
初
か
ら
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
託
で
は
な
く
、
企
画

は
本
市
で
作
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

今
回
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
数
年
前
よ
り
本
市
に
関

わ
り
が
あ
り
、
実
情
に
詳
し

く
、
情
報
系
に
長
け
、
佐
賀

県
で
の
実
績
も
あ
る
。
本
市

と
し
て
は
、
こ
の
情
報
系
の

強
み
を
生
か
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

狙
い
が
あ
る
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
使
っ
た
た
め
に
画
一

的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、

問答

研
修
等
を
行
い
な
が
ら
、
市

民
の
利
便
性
向
上
に
繋
げ
て

い
く
。

（
請
願
の
審
査
）

・「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て
の

請
願

　

消
費
税
の
仕
入
れ
税
額
控

除
の
要
件
と
し
て
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
が
令
和
5
年

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

制
度
に
は
、
免
税
事
業
者
か

ら
の
仕
入
れ
に
対
し
て
仕
入

税
額
控
除
を
適
用
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
取
引
過
程
か
ら
排
除
さ

れ
た
り
仕
事
が
減
少
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
懸
念

や
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は

イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
・
保
存

に
係
る
コ
ス
ト
が
大
き
な
負

担
と
な
る
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
た
め
、
制
度
の
実
施

中
止
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

加茂児童クラブ
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（
議
案
の
審
査
）

　

委
員
会
に
付
託
及
び
委
託

さ
れ
た
９
件
の
議
案
に
つ
い

て
審
査
し
、
す
べ
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
条
例
等
の
審
査
状
況
）

・
雲
南
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

本
条
例
は
都
市
の
低
炭
素

化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
よ
る
低
炭
素
建
築
物

新
築
等
計
画
の
認
定
等
の
手

数
料
の
一
部
を
改
正
す
る
条

令
で
す
。

　
　

都
市
の
低
炭
素
化
は
理

解
で
き
る
も
の
の
、
な
ぜ
雲

南
市
に
関
係
し
、
な
ぜ
雲
南

問
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
　
中
林
　
孝

市
の
手
数
料
を
改
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
。

　
　

こ
れ
は
低
炭
素
建
築
物

新
築
等
の
計
画
認
定
を
行
う

手
数
料
で
、
国
の
法
改
正
に

伴
う
改
定
で
あ
る
。
計
画
認

定
に
よ
り
、
税
制
や
住
宅

ロ
ー
ン
金
利
、
容
積
率
の
優

遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
。

（
主
な
予
算
の
審
査
状
況
）

・
令
和
４
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

令
和
３
年
過
年
農
地
災
害

復
旧
事
業
及
び
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業
は
、
合
わ
せ

て
10
億
円
超
の
減
額
補
正
さ

れ
て
い
る
一
方
、
４
年
度
か

ら
５
年
度
に
債
務
負
担
行
為

答

委員会報告
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
へ
の

説
明
、
健
康
被
害
（
後
遺
症

等
）
へ
の
対
応
は
。

　
　

国
の
安
全
性
に
対
す
る

考
え
方
は
、
接
種
に
よ
る
有

効
性
が
副
反
応
の
リ
ス
ク
を

上
回
っ
て
い
る
と
し
、
対
象

者
へ
は
有
効
性
・
副
反
応
な

ど
の
説
明
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
接
種
に
よ
る
後
遺
症
に

対
す
る
救
済
制
度
と
し
て
は
、

医
療
費
や
障
害
年
金
、
死
亡

金
な
ど
の
救
済
が
あ
る
。

　
　

市
と
し
て
相
談
窓
口
の

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

同
意
に
基
づ
い
た
接
種

だ
が
、
副
反
応
な
ど
の
相
談

は
健
康
推
進
課
で
対
応
し
た

い
。

・
令
和
４
年
度
雲
南
市
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
　

掛
合
診
療
所
費
用
３
３ 

２
万
円
の
給
与
費
他
の
減
額

に
つ
い
て
、
診
療
（
看
護
）

体
制
は
維
持
で
き
る
の
か
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員

（
看
護
師
）
の
退
職
に
よ
り

給
与
費
（
２
９
０
万
円
）
を

減
額
し
て
い
る
が
、
看
護
体

制
は
市
立
病
院
か
ら
カ
バ
ー

問答問答問答

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
事
業
の
契
約
は
４

年
度
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
建
設
事
業
者

は
前
払
い
を
求
め
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

こ
れ
か
ら
積
雪
時
期
を

迎
え
２
、
３
月
頃
に
工
事
発

注
し
て
も
工
事
は
繰
越
と
な

る
。
債
務
負
担
行
為
に
よ
り

４
年
度
に
契
約
す
れ
ば
４
月

に
は
前
払
金
を
支
払
え
る
。

債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る

こ
と
で
４
月
に
な
っ
て
も
繰

越
工
事
に
な
ら
な
い
。
長
め

の
工
期
設
定
が
可
能
と
な
り

受
注
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

令
和
３
年
過
年
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、
国

庫
補
助
金
割
当
減
に
伴
い
約

９
億
円
の
減
額
補
正
し
て
い

ま
す
。

　
　

災
害
復
旧
の
採
択
要
件

並
び
に
９
億
円
の
詳
細
は
何

か
。

　
　

事
業
の
採
択
要
件
に
は

激
甚
災
害
法
の
指
定
が
必
要

で
あ
る
。
復
旧
カ
所
は
２
８

０
カ
所
、
内
82
カ
所
が
繰
越

対
象
で
令
和
５
年
度
に
完
了

す
る
。

問答問答

・
令
和
４
年
度
雲
南
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　

　

雲
南
市
上
下
水
道
料
金
シ

ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
た
め
、

債
務
負
担
行
為
の
設
定
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

な
ぜ
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
が
必
要
か
。

　
　

現
在
の
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
の
サ
ポ
ー
ト
が
令
和
５
年

度
で
終
了
す
る
。
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
係
る

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に
含
ま
れ

な
い
た
め
単
独
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

し
て
い
る
た
め
診
療
体
制
は

維
持
で
き
て
い
る
。

　
　

補
正
予
算
後
の
病
院
事

業
会
計
の
経
営
分
析
は
。

　
　

今
年
度
の
簡
易
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
は
、
６
，
５
０

０
万
円
相
当
を
見
込
ん
で
お

り
、
内
部
留
保
資
金
を
使
っ

問答

て
借
り
入
れ
金
の
返
済
は
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
内
部
留

保
資
金
は
20
億
円
相
当
あ
る

た
め
、
今
年
度
に
限
れ
ば
財

務
内
容
的
に
は
問
題
な
い
と

考
え
て
い
る
。
患
者
数
を
維

持
し
、
診
療
単
価
を
上
げ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

水道料金システム
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議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
委
員
長
　
上
代
和
美

　

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員

会
は
、
雲
南
市
議
会
基
本
条

例
第
10
条
第
１
項
「
議
会
は
、

議
会
報
を
は
じ
め
、
多
様
な

広
報
手
段
で
広
報
活
動
に
努

め
る
」、
第
２
項
「
議
会
は
、

市
民
の
声
を
議
会
運
営
に
反

映
す
る
た
め
、
市
民
へ
の
広

聴
活
動
に
努
め
る
」
の
規
程

に
基
づ
き
、
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
令
和
２
年
12
月
か
ら

令
和
４
年
11
月
の
２
年
間
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

　

広
報
活
動
に
つ
い
て
一
点

は
、
前
委
員
会
か
ら
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
会
派
代

表
質
問
お
よ
び
一
般
質
問
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信

を
令
和
３
年
６
月
定
例
会
か

ら
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

雲
南
夢
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
い

る
生
放
送
、
当
日
夜
の
再
放

送
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
視
聴
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

で
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
の
５
件
に
つ

い
て
の
委
員
会
の
審
査
報
告

は
令
和
４
年
３
月
定
例
会
に
、

諮
問
第
３
号
に
つ
い
て
は
令

和
４
年
３
月
臨
時
会
に
報
告

し
た
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
本
年（
令
和
４
年
）

10
月
18
日
か
ら
19
日
に
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発

事
故
と
復
興
状
況
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
作

業
の
状
況
に
つ
い
て
福
島
県

双
葉
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

双
葉
町
は
、
原
発
事
故
か

ら
11
年
経
過
し
た
本
年
（
令

和
４
年
）
８
月
30
日
、
双
葉

町
の
11
％
に
あ
た
る
特
定
復

興
拠
点
区
域
で
避
難
指
示
解

除
が
実
現
し
、
そ
の
地
域

で
の
み
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
。
震
災
当
時

（
平
成
23
年
３
月
11
日
）
７
，

１
４
０
人
の
人
口
で
あ
っ
た

双
葉
町
で
現
在
30
人
の
帰
還

者
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
復
興
に
向
け
て
課
題
の

多
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

水
素
爆
発
し
た
原
子
炉
建

屋
も
間
近
に
見
学
し
、
説
明

も
聞
き
廃
炉
作
業
の
困
難
さ
、

汚
染
水
問
題
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

双
葉
町
副
町
長
か
ら
は

「
事
故
は
起
き
な
い
も
の
と

思
い
込
ん
で
い
た
。
し
か
し

事
故
は
起
こ
り
う
る
」
と
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
30
キ
ロ
圏
内
の
自

治
体
と
し
て
一
層
の
安
全
対

策
を
求
め
、
実
効
あ
る
避
難

島
根
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
細
田
　
実

　

島
根
原
子
力
発
電
対
策
特

別
委
員
会
は
、
島
根
原
子
力

発
電
所
に
関
す
る
調
査
研
究

を
目
的
と
し
て
７
人
の
委
員

を
も
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
危
機
管
理
、
防

災
対
策
の
観
点
か
ら
原
子
力

発
電
所
の
問
題
点
お
よ
び
、

中
国
電
力
と
の
立
地
自
治
体

並
み
安
全
協
定
締
結
を
求
め

る
本
市
の
取
り
組
み
を
是
と

し
な
が
ら
市
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
立
場
で
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
２
月
に
島
根
原

子
力
発
電
所
の
視
察
を
行

な
っ
た
こ
と
を
始
め
と
し
、

島
根
原
子
力
発
電
所
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
の
視
察
２
回
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

視
察
を
含
め
、
計
14
回
の
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
・
調
査
事
項
は
、

島
根
原
子
力
発
電
所
の
２
号

機
の
規
制
委
員
会
の
審
査
状

況
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の

安
全
対
策
、
陳
情
第
７
号

「
雲
南
市
民
の
明
確
な
同
意

が
な
い
ま
ま
で
、
島

根
原
子
力
発
電
所
２

号
機
再
稼
働
に
了
解

し
な
い
表
明
を
求
め

ま
す
」
を
始
め
と
す

る
２
号
機
再
稼
働
に

関
す
る
請
願
・
陳
情

５
件
、
並
び
に
諮
問

第
３
号
「『
島
根
原

子
力
発
電
所
周
辺
地

域
住
民
の
安
全
確
保

等
に
関
す
る
協
定
』

に
係
る
覚
書
」
に
基

づ
く
回
答
に
つ
き
意

計
画
、
立
地
自
治
体
と
同
等

の
安
全
協
定
締
結
、
さ
ら
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
将
来
的
に

原
子
力
に
頼
ら
な
い
社
会
の

実
現
等
多
く
の
課
題
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
島
根
原
子
力
発
電
対
策

特
別
委
員
会
の
調
査
研
究
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
申
し
述
べ
、
中

間
報
告
と
し
ま
す
。

島根原子力発電対策特別委員会の様子
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令
和
４
年
４
月
の
一
カ
月
間

で
ア
ク
セ
ス
数
は
１
３
０
人

程
度
あ
り
ま
し
た
。
人
数
の

評
価
は
難
し
く
、
今
後
の
課

題
と
な
り
ま
す
が
、
多
様
な

広
報
手
段
を
拡
げ
た
こ
と
は

前
進
で
す
。

　

二
点
目
は
、「
市
議
会
だ

よ
り
雲
南
」
の
委
員
会
報
告

の
記
載
方
法
を
一
般
質
問
形

式
の
よ
う
に
、「
問
」「
答
」

形
式
に
し
、
読
者
に
わ
か
り

や
す
い
記
載
に
変
更
し
ま
し

た
。

　

次
に
、
広
聴
活
動
に
つ
い

て
は
、
こ
の
２
年
間
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
「
議
会

と
語
ろ
う
会
」
を
一
度
も
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
広
聴
活
動

が
で
き
る
よ
う
先
進
自
治
体

の
議
会
に
も
学
び
、
方
法
を

模
索
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
広

聴
活
動
」「
読
ん
で
も
ら
え

る
議
会
だ
よ
り
の
工
夫
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
山

口
県
萩
市
、
山
陽
小
野
田
市

の
両
市
議
会
の
先
進
事
例
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
と
め
に
、
議
会
が
市
民

に
と
っ
て
身
近
な
も
の
に
な

る
よ
う
、
議
会
だ
よ
り
を

「
手
に
と
っ
て
、
読
ん
で
も

ら
え
る
」
よ
う
大
幅
な
変
更

災
害
復
興
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
　
矢
壁
正
弘

　

令
和
３
年
７
月
６
日
か
ら

12
日
に
か
け
て
発
生
し
た

「
令
和
３
年
７
月
豪
雨
災
害
」

は
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
本
市
に
お

い
て
も
、
12
日
未
明
か
ら
降

り
続
い
た
豪
雨
で
は
家
屋
の

損
壊
、
浸
水
、
公
共
施
設
災

害
、
農
地
・
農
業
用
施
設
災

害
、
林
地
崩
壊
・
地
す
べ
り

災
害
、
孤
立
し
た
世
帯
55
世

帯
、
１
６
３
人
と
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
議
会
に

お
い
て
も
迅
速
か
つ
適
切
に

対
応
す
る
た
め
「
市
議
会
災

害
対
策
会
議
」
を
設

置
し
、
３
回
の
会
議

を
開
催
、
市
か
ら
被

災
状
況
、
復
旧
の
計

画
等
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
被
害

状
況
の
把
握
の
た
め

常
任
委
員
会
ご
と
に

現
地
視
察
を
実
施
し
、

意
見
等
を
ま
と
め
た

「
令
和
３
年
７
月
島

根
豪
雨
」
に
係
る
提

言
書
を
令
和
3
年
９

月
２
日
に
市
長
へ
提

出
し
ま
し
た
。

　

市
は
復
興
に
向

け
「
災
害
復
興
本
部
」
を
設

置
し
、
早
期
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
市

議
会
と
し
て
は
令
和
３
年
９

月
28
日
に
議
員
発
議
を
行
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
視
点
を
置

い
た
地
域
全
体
の
復
興
を
目

指
し
調
査
・
研
究
を
行
い
、

併
せ
て
発
生
時
の
検
証
を
行

う
上
で
将
来
に
備
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
た
め
委
員
８

名
を
選
任
し
、「
災
害
復
興

対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
そ
の
後
、
関
連
の
深
い

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員

長
に
出
席
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
最
初
に
災

害
復
旧
事
業
の
要
と
な
る
雲

南
市
建
設
業
協
会
等
と
意
見

交
換
会
を
開
催
し
意
見
の
集

約
を
す
る
と
と
も
に
、
災
害

現
場
視
察
を
始
め
計
８
回
の

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
調
査
・
研
究
事
項
と
し

て
、
災
害
支
援
状
況
や
イ
ン

フ
ラ
等
の
復
旧
状
況
、
営
農

継
続
へ
の
支
援
な
ど
説
明
を

受
け
な
が
ら
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。
ま
た
、
市
が
作
成
す 令和３年７月豪雨災害現場視察（吉田町深野三谷地区）

インターネット配信

が
必
要
で
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
は
当
分
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
状

況
で
も
広
聴
活
動
が
で
き
る

よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
す
。

全
国
的
に
も
「
開
か
れ
た
議

会
」
へ
の
努
力
が
進
め
ら
れ
、

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

の
役
割
も
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
、「
広
報
」
機
能
と
「
広

聴
」
機
能
を
分
け
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
、
取
り
組
み

の
充
実
を
図
ら
れ
る
よ
う
申

し
述
べ
、
中
間
報
告
と
し
ま

す
。
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本
検
討
会
議
の
当
初
目
的

と
し
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入

に
向
け
た
調
査
研
究
に
つ
い

て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
に
よ
り
一
定
の
成
果
は

あ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
会
議

の
設
置
期
限
で
あ
る
本
年

（
令
和
４
年
）
11
月
30
日
を

も
っ
て
雲
南
市
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
検
討
会
議
は
終
了
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
、
本
会
議

場
で
の
資
料
閲
覧
や
広
報
広

聴
で
の
活
用
等
の
運
用
を
、

議
会
運
営
委
員
会
や

議
会
広
報
広
聴
特
別

委
員
会
に
お
い
て
議

論
し
、
運
用
範
囲
が

広
が
る
こ
と
に
よ
り
、

効
率
的
で
迅
速
な
議

会
運
営
・
議
案
審
議
、

情
報
の
共
有
、
議
会

の
活
性
化
な
ど
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会

が
実
現
す
る
と
考
え

ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
も
議
会
活

動
の
公
正
性
及
び
透
明
性
の

確
保
、
市
民
の
多
様
な
意
見

の
市
政
へ
の
反
映
に
寄
与
す

べ
く
、
雲
南
市
議
会
基
本
条

例
に
則
り
、
議
会
及
び
議
員

の
活
動
原
則
を
踏
ま
え
た
議

会
に
資
す
る
た
め
、
議
会
情

報
の
発
信
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極

的
活
用
推
進
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
申

し
述
べ
、
雲
南
市
議
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
検
討
会
議
の
最
終
報
告

と
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
会
議
報
告
委
員
長
　
松
林
孝
之

　

雲
南
市
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検

討
会
議
で
は
、
現
在
の
情
報

化
社
会
に
お
い
て
、
効
率
的

で
迅
速
な
議
会
運
営
・
議
案

審
議
、
情
報
の
共
有
、
議
会

の
活
性
化
な
ど
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
の
実
現
と
さ
ら

な
る
議
会
改
革
を
推
進
す
る

た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に

向
け
た
調
査
研
究
を
行
い
、

次
の
と
お
り
ま
と
め
た
の
で
、

最
終
報
告
を
し
ま
す
。

　

本
市
議
会
は
平
成
30
年
３

月
定
例
会
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
導
入
に
向
け
た
検
討
委

員
会
の
必
要
性
を
確
認
し
、

同
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

正
式
に
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討

会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
議
で
は
、
推
進
の

骨
格
と
な
る
「
雲
南
市
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
執
行
部
と
共
に

協
議
を
重
ね
、
平
成
31
年
度

当
初
予
算
に
導
入
提
案
し
ま

し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
電
波
通
信

可
能
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

選
定
し
、
令
和
元
年
９
月
定

例
会
に
試
験
導
入
後
、
議
会

及
び
執
行
部
と
合
同
の
研
修

会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
機
器
運
用
の
範
囲
や

規
則
、
情
報
提
供
及
び
開
示

の
方
法
に
つ
い
て
検
証
し
、

令
和
２
年
９
月
定
例
会
に
会

議
規
則
の
改
正
を
行
い
正
式

導
入
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
運
用
状
況
は
、
招

集
通
知
や
報
酬
明
細
は

１
０
０
％
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

連
絡
事
項
や
報
告
事
項
に
つ

い
て
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
予
算

決
算
を
除
く
議
案
に
つ
い
て

は
デ
ー
タ
版
を
併
用
配
布
し
、

今
後
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
選

択
も
可
能
と
な
る
と
考
え
ま

す
。
更
に
、
今
期
は
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
で
必
要
と
な
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
こ
と
に
よ
り
、

緊
急
時
や
災
害
時
に
お
い
て

も
多
様
な
会
議
の
場
を
設
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

る
「
令
和
３
年
７
月
豪
雨
災

害
検
証
レ
ポ
ー
ト
」
に
つ
い

て
も
協
議
を
重
ね
作
成
に
携

わ
り
ま
し
た
。

　

本
年
（
令
和
４
年
）
11
月

２
日
に
現
場
視
察
を
兼
ね
最

終
の
委
員
会
を
開
催
し
現
状

を
把
握
し
ま
し
た
。
本
災
害

は
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
、

令
和
５
年
度
ま
で
に
終
了
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

公
共
施
設
災
害
の
進
捗
率
は

現
在
30
％
強
、
農
地
・
農
業

用
施
設
災
害
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
被
災

さ
れ
た
方
で
日
常
生
活
に
戻

れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
の
で
災
害
か
ら
の
復
興

は
道
半
ば
で
あ
り
、
課
題
は

多
く
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
も
引

き
続
き
災
害
復
興
対
策
特
別

委
員
会
は
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
申
し
述
べ
、
中
間

報
告
と
し
ま
す
。

ＺＯＯＭ講習会
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や
が
て
寿
命
を
終
え
た

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
廃
棄

が
急
増
す
る
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
は
高
額
な
処
理
費
用
が
か

か
る
た
め
、
安
価
な
埋
立
て

処
分
が
選
択
さ
れ
、
そ
の
処

分
能
力
に
加
え
、
有
害
物
質

が
染
み
出
す
な
ど
の
公
害
も

危
惧
さ
れ
て
い
る
。
早
急
に

リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
、
最

終
処
分
量
を
縮
減
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
遮
水
設
備
の
あ

る
埋
立
処
分
場
は
確
保
で
き

る
か
。
ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
用
化
の
め

ど
は
立
っ
て
い
る
か
。

　
　

パ
ネ
ル
を
処
理
す
る
最

終
処
分
場
は
県
内
他
市
に
４

カ
所
あ
り
、
そ
こ
で
処
分
し

て
い
る
。
リ
ユ
ー
ス
の
普
及

に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。

全
国
の
動
向
を
注
視
し
取
り

組
み
を
検
討
し
て
参
る
。

問答

　
　

市
内
企
業
へ
の
就
職
支

援
を
伺
う
。

　
　

就
職
支
援
と
し
て
雲
南

市
企
業
人
材
確
保
支
援
事
業

が
あ
り
、
採
用
支
度
金
を
支

給
し
た
場
合
、
最
大
で
60
万

円
を
交
付
す
る
。

問答

　
　

市
全
域
か
ら
通
学
で
き

る
小
規
模
特
認
校
制
度
は
、

児
童
数
が
減
少
し
、
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
全
国
各
地
の
学

校
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

制
度
に
つ
い
て
、
教
育
長

の
見
解
を
問
う
。

　
　

通
学
区
域
制
度
の
弾
力

的
運
用
の
一
つ
と
し
て
、
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
制
度

で
あ
り
、
小
規
模
の
良
さ

を
生
か
し
た
教
育
を
受
け

る
機
会
を
子
供
た
ち
に
提

供
し
、
学
校
選
択
の
幅
を

広
げ
、
児
童
数
減
少
に
伴

う
複
式
学
級
の
解
消
を
図

る
こ
と
も
狙
い
と
さ
れ
て

い
る
。

　

制
度
導
入
に
は
、
整
理

す
べ
き
課
題
も
あ
り
、
導

入
さ
れ
て
い
る
自
治
体
の

状
況
等
を
参
考
に
検
討
し

た
い
。

問答

藤原 信宏

梶谷 佳平

原　 祐二

太
陽
光
パ
ネ
ル
の

廃
棄
対
策
を
急
げ

市
内
企
業
へ
の

就
職
支
援

児
童
減
少
対
策

　
小
規
模
特
認
校

基本的に本人提出の原稿をそのまま掲載しております。
質問項目すべてを載せているものではありません。
ＱＲコードからインターネット配信が見られます。

　
　

パ
ネ
ル
の
不
法
投
棄
を

防
ぐ
た
め
、
事
業
者
の
責
任

を
明
確
に
す
る
規
制
、
適
正

処
理
の
啓
発
、
効
率
的
な
処

理
体
制
の
確
立
に
向
け
て
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
と
同
時
に
、
適

正
な
維
持
管
理
や
廃
棄
処
分

の
啓
発
を
行
い
、
事
業
者
の

責
任
を
明
確
に
す
る
規
制
や

適
正
処
理
の
情
報
提
供
、
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
確
保
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

12月
定例会

一般質問

　
　

農
業
生
産
者
の
生
産

性
・
付
加
価
値
向
上
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

生
産
性
向
上
は
、
農
業

機
械
や
施
設
等
の
導
入
支
援

を
行
い
、
付
加
価
値
向
上
は
、

農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

収
益
性
の
高
い
作
物
の
栽
培

等
に
関
し
て
国
県
補
助
事
業

や
市
単
独
補
助
事
業
に
よ
り

支
援
し
て
い
る
。

　
　

農
業
生
産
者
向
け
六
次

産
業
化
の
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

農
業
生
産
者
に
と
っ
て

有
利
な
制
度
で
あ
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
情
報
提
供
を
行

い
、
事
業
を
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　

高
校
３
年
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
単
独
で
実
施
す
る
と

年
間
約
２
，
０
０
０
万
円
を

要
し
財
政
的
に
厳
し
い
。
今

後
、
少
子
化
対
策
の
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
、
財
源
の
捻

出
方
法
も
含
め
議
論
し
た
い
。

問答問答問答

　
　

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
（
１
世
帯
５
万
円
）
は
、

収
入
の
僅
か
な
差
で
支
給
さ

れ
な
い
世
帯
が
あ
る
。

　

国
の
制
度
で
は
救
え
な
い

住
民
税
均
等
割
り
の
み
課
税

世
帯
へ
の
市
独
自
の
支
援

（
２
万
円
か
ら
３
万
円
）
制

度
の
創
設
を
提
案
す
る
。

　
　

物
価
高
騰
の
影
響
を
他

地
域
に
比
べ
て
、
よ
り
大
き

く
受
け
て
い
る
な
ど
の
特
別

の
理
由
が
な
い
場
合
、
基
本

的
に
全
国
一
律
の
基
準
で
の

支
援
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

問答
小規模特認校制度

居住地

居住地

居住地

居住地

A 小学校

B小学校

D 小学校

C 小学校
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日本一になった奥出雲和牛

　
　

第
12
回
鹿
児
島
全
共
は
、

「
日
本
一
」
と
い
う
最
高
評

価
を
い
た
だ
き
終
了
し
た
。

市
長
の
感
想
と
評
価
、
そ
し

て
今
後
の
課
題
は
何
か
。

　
　
「
日
本
一
美
味
し
い
和

牛
肉
」
と
い
う
最
高
評
価
は
、

繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
の
地
域

内
一
貫
体
制
で
の
取
り
組
み

が
実
を
結
ん
だ
結
果
だ
。

繁
殖
牛
で
県
代
表
に
な

れ
な
か
っ
た
の
が
課
題

だ
が
、
担
い
手
の
育
成
、

確
保
を
通
じ
た
繁
殖
体

制
の
充
実
、
強
化
、
さ

ら
に
肥
育
事
業
を
含
め

た
奥
出
雲
和
牛
の
一
貫

体
制
を
一
段
と
強
化
、

推
進
し
て
い
く
。

　
　

肥
育
セ
ン
タ
ー
の

事
業
譲
渡
に
つ
い
て
、

立
地
自
治
体
の
経
営
面

へ
の
積
極
的
な
関
与
が

問答問

　
　

三
刀
屋
城
址
公
園
の
施

設
で
老
朽
化
が
著
し
く
危
険

な
状
態
な
も
の
が
あ
る
。
桜

の
時
期
に
は
多
く
の
観
光
客

も
訪
れ
る
が
、
具
体
的
な
修

繕
計
画
は
あ
る
の
か
。

問

　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
が
実
施
さ

れ
る
と
、
免
税
事
業
者
が
本

則
課
税
事
業
者
と
の
取
引
を

打
ち
切
ら
れ
た
り
、
取
引
条

件
の
変
更
を
求
め
ら
れ
る
恐

れ
が
あ
る
。

　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
は
特
に
免

税
事
業
者
と
の
取
引
に
お
い

て
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
長
会
等
を
通
じ
て
国
に
対

し
適
切
な
対
策
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
く
。

　
　

道
の
駅
や
産
直
市
、
阪

急
オ
ア
シ
ス
な
ど
に
出
荷
さ

れ
て
い
る
農
家
に
も
影
響
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

農
家
が
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し

た
場
合
は
、
農
協
特
例
に
よ

り
農
家
の
イ
ン
ボ
イ
ス
は
免

除
さ
れ
る
。
民
間
の
課
税
事

業
者
へ
出
荷
し
た
場
合
は
農

協
特
例
が
適
用
さ
れ
な
い
。

　
　

農
事
組
合
法
人
は
労
賃

問答問答問

鶴原 能也

児玉 幸久

中林　 孝

万
歳
日
本
一
お
い
し
い

奥
出
雲
和
牛

文
化
財
の

保
全・活
用
を

イ
ン
ボ
イ
ス
対
策
は

万
全
か

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
の
肥
育
事
業
の
経

営
見
直
し
計
画
の
策
定
、
奥

出
雲
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な

る
強
化
・
確
立
に
向
け
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
事
業

と
し
て
継
続
で
き
る
よ
う

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く
。

　
　

市
長
が
目
指
す
強
靱
な

農
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
農

業
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
か
。

　
　

資
源
価
格
の
高
騰
や
為

替
の
影
響
な
ど
、
世
界
情
勢

の
影
響
を
極
力
受
け
な
い
粘

り
強
く
継
続
、
向
上
で
き
る

農
業
を
考
え
て
い
る
。

答問答

　
　

整
備
後
、
数
十
年
が
経

過
し
休
憩
施
設
等
で
修
繕
が

必
要
な
箇
所
も
見
受
け
ら
れ

る
。
緊
急
を
要
す
る
の
で
、

順
次
対
応
し
て
い
く
。

　
　

三
刀
屋
城
（
尾
崎
城
）

で
僅
か
に
残
っ
て
い
る
石
垣

の
一
部
が
崩
落
し
始
め
て
い

る
。
早
急
な
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

今
後
、
現
場
状
況
と
土

地
の
所
有
関
係
等
も
確
認
し

な
が
ら
市
お
よ
び
県
の
教
育

委
員
会
と
協
議
を
行
い
、
対

応
の
必
要
性
も
含
め
検
討
し

て
い
く
。

　
　

三
刀
屋
城
（
尾
崎
城
）

の
勉
強
会
な
ど
、
地
域
で
の

自
主
的
な
取
り
組
み
も
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
に
対
す
る
今
後
の
支

援
は
。
ま
た
、
城
跡
等
を
活

用
し
た
観
光
振
興
に
対
す
る

市
の
考
え
は
。

　
　

文
化
財
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
活
動
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
の
城
跡
の
う
ち
、

ま
ず
は
尼
子
十
旗
の
３
城
跡

に
つ
い
て
、
観
光
振
興
へ
の

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

答問答問答

を
従
事
分
量
配
当
で
支
払
っ

て
お
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
始

ま
る
と
農
作
業
者
が
課
税
事

業
者
に
な
ら
な
い
と
仕
入
税

額
の
控
除
が
で
き
な
い
。

　
　

従
事
分
量
配
当
の
取
り

扱
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
か
ら
国

に
対
し
て
要
望
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
は
一
地
方

自
治
体
で
解
決
で
き
な
い
の

で
は
。

　
　

過
度
な
負
担
が
生
ず
る

場
合
は
速
や
か
に
国
に
制
度

改
正
を
訴
え
る
必
要
が
あ
る
。

答問答
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市
長
に
就
任
し
て
２
年

（
前
半
）
が
経
と
う
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
間
を
振
り
返

り
感
想
お
よ
び
成
果
と
課
題

を
問
う
。

　
　

昨
年
の
豪
雨
災
害
や
コ

ロ
ナ
過
か
ら
の
復
興
、
木
次

線
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
取
り
扱

い
、
そ
し
て
原
発
の
再
稼
働

な
ど
目
の
前
の
対
応
に
奔
走

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、

人
口
減
少
対
策
を
は
じ
め
脱

炭
素
社
会
の
実
現
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
、

農
林
業
の
発
展
に
よ
る
地
域

経
済
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

就
任
以
来
、
積
極
的
に
地
域

に
出
か
け
、
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
よ
う
努
め
て
き
た

が
、
引
き
続
き
市
民
本
位
の

行
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

問答

　
　

水
道
料
金
の
見
直
し
を

水
道
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た

が
、
値
上
げ
は
市
民
負
担
が

大
き
い
。
ど
の
よ
う
な
値
上

げ
案
を
諮
問
を
し
た
の
か
。

　
　

定
額
料
金
と
従
量
制
の

料
金
の
配
分
も
見
直
し
、
口

径
ご
と
の
料
金
も
あ
る
が
、

問答

　
　

市
立
病
院
の
看
護
師
の

配
置
数
は
定
数
に
沿
っ
た
人

員
と
な
っ
て
い
る
の
か
。　

　
　

病
棟
は
、
基
準
の
人
数

よ
り
約
10
％
を
プ
ラ
ス
し
、

病
棟
以
外
は
経
営
へ
の
影
響

や
診
療
科
数
等
に
応
じ
て
、

問答

足立 昭二

細田 　実

上代 純子

市
長
就
任
２
年

成
果
と
課
題
は

水
道
料
金

値
上
げ
案
の
内
容
は

看
護
師
等
の
人
材

確
保
対
策
は

　
　

墓
地
を
新
設
、
移
転
す

る
に
は
人
家
か
ら
原
則
１
０

０
ｍ
以
上
離
れ
た
場
所
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
設
置
基
準
が

18
項
目
あ
る
。
家
か
ら
離
れ

た
場
所
に
墓
地
が
あ
り
、
高

齢
者
は
墓
参
り
も
で
き
ず
、

移
転
し
た
い
が
、
基
準
が
厳

し
く
基
準
の
緩
和
を
求
め
る

声
を
聞
く
。
基
準
を
緩
和
で

き
な
い
か
問
う
。

　
　

他
市
町
村
の
動
向
を
参

考
に
し
な
が
ら
基
準
緩
和
で

き
る
も
の
が
あ
る
の
か
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

問答

大
体
５
・
０
７
％
の
値
上
げ

案
を
諮
問
し
て
い
る
。

　
　

農
業
に
お
け
る
脱
炭
素

の
取
り
組
み
を
具
体
化
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

策
定
中
の
脱
炭
素
社
会

実
現
計
画
骨
子
の
中
で
も
農

業
面
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
る
。
農
家
と
一
緒
に
理

解
を
深
め
研
究
し
て
い
く
。

　
　

山
間
地
で
あ
る
雲
南
市

の
特
徴
を
生
か
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
脱
炭
素
の

取
り
組
み
を
す
べ
き
だ
。

　
　

風
力
、
太
陽
光
、
小
水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
、
本
市

の
特
徴
を
生
か
し
た
取
り
組

み
を
検
討
す
る
。

　
　

原
発
特
別
委
員
会
で
双

葉
町
を
視
察
し
、
放
射
能
に

汚
染
さ
れ
た
地
域
の
復
興
の

困
難
さ
を
実
感
し
た
。
原
発

事
故
へ
の
備
え
、
実
効
あ
る

避
難
計
画
の
重
要
性
を
認
識

し
た
が
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　

安
全
神
話
に
陥
る
こ
と

な
く
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

と
考
え
る
。
避
難
計
画
の
実

効
性
を
高
め
て
い
く
。

問答問答問答

看
護
部
と
協
議
の
う
え
配
置

し
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
突
発

的
に
勤
務
形
態
の
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
看
護
師
配

置
は
対
応
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

新
興
感
染
症
対
策
を
見

越
し
た
人
員
配
置
を
事
前
に

し
て
お
く
べ
き
で
、
今
回
定

数
改
正
等
の
条
例
案
を
提
出

し
た
。

　
　

市
立
病
院
と
同
様
に
、

雲
南
地
域
の
地
域
医
療
を
守

る
平
成
記
念
病
院
に
お
い
て

も
、
コ
ロ
ナ
禍
等
に
お
け
る

代
替
え
の
看
護
師
確
保
の
支

援
や
対
策
は
で
き
な
い
か
。

問答問

地域医療を守る看護師

　
　

民
間
病
院
へ
の
直
接
な

対
応
は
難
し
い
部
分
が
あ
る

が
、
支
援
要
請
が
あ
れ
ば
、

県
と
協
議
し
て
検
討
す
る
。

　
　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
事

業
継
続
の
た
め
に
は
、
運
転

手
の
人
材
確
保
の
支
援
策
が

必
要
と
考
え
る
が
対
策
は
な

い
か
。

　
　

タ
ク
シ
ー
事
業
は
交
通
、

福
祉
、
生
活
等
社
会
イ
ン
フ

ラ
に
は
重
要
で
あ
り
、
事
業

継
続
支
援
の
検
討
を
続
け
る
。

答問答
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「
あ
な
た
の
仕
事
ぶ
り

で
い
つ
で
も
ク
ビ
を
き
れ
る

か
ら
」「
懇
親
会
で
手
や
腰
、

お
尻
を
触
ら
れ
た
」「
妊
娠

報
告
時
、
こ
ち
ら
の
意
思
は

聞
か
ず
、
し
ん
ど
い
だ
ろ
う

か
ら
と
辞
め
る
こ
と
を
勧
め

ら
れ
た
」「
相
談
や
意
見
交

換
を
し
た
い
旨
申
し
出
た

が
、『
育
休
で
休
ん
だ
人
が

言
っ
た
ら
い
け
ん
わ
ね
』
と

言
わ
れ
た
」「
子
ど
も
が
で

き
な
い
間
は
、『
子
ど
も
は

ま
だ
？
』
な
ど
言
わ
れ
る
の

を
我
慢
し
、
で
き
た
ら
で
き

た
で
悪
阻
な
ど
で
休
む
と
診

断
書
が
な
い
と
印
象
が
悪
い
、

迷
惑
か
け
る
な
ど
言
わ
れ
る

の
を
我
慢
す
る
」
こ
れ
は
過

去
に
聞
い
た
話
。
今
は
な
い

と
思
う
が
、
地
域
自
主
組
織

で
働
く
方
へ
匿
名
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
職
場
の
環
境

問

多賀 法華

働
き
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
職

場
環
境
の
チ
ェ
ッ
ク
は
重
要
。

実
施
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

　
　

自
主
組
織
の
他
、
市
の

委
託
事
業
所
か
ら
も
声
を
聞

く
。
同
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や

環
境
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
は
。

　
　

そ
う
し
た
調
査
等
は
雇

用
主
、
各
事
業
者
が
実
施
す

る
こ
と
が
基
本
。
調
査
等
の

効
果
を
周
知
し
、
取
り
組
み

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

答問答
　
　

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
指
摘
し
続
け
て

き
た
。
令
和
４
年
度
当
初
予

算
で
、
小
学
校
66
基
、
中
学

校
33
基
が
予
算
化
さ
れ
、
年

度
末
に
、
暖
房
便
座
は
洋
式

ト
イ
レ
全
数
の
54
％
に
な
る
。

問

上代 和美

暖
房
便
座
化
で

教
育
環
境
改
善
を

市
内
の
公
共
施
設
は
、
ほ
と

ん
ど
が
洋
式
化
さ
れ
、
温
か

い
便
座
に
な
っ
て
い
る
が
、

小
・
中
学
校
で
は
洋
式
化
も

暖
房
便
座
の
割
合
も
低
い
。

暖
房
便
座
へ
の
更
新
を
早
急

に
検
討
す
べ
き
だ
。

　
　

今
後
も
各
学
校
の
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
計
画
的
に
行
い
、

温
か
い
便
座
へ
の
改
修
も
含

め
て
環
境
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
８
波

に
備
え
、
県
は
１
日
最
大

４
千
人
の
患
者
を
見
込
ん
で

い
る
。
市
内
の
発
熱
外
来
の

体
制
は
強
化
さ
れ
て
い
る
の

答問

　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
は
医
療
用
の
購
入

が
求
め
ら
れ
る
。
キ
ッ
ト
購

入
助
成
は
、
9
月
定
例
会
で

行
わ
な
い
旨
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
高
齢
者
と
障
が
い
者
で

構
成
さ
れ
る
家
庭
で
医
療
用

問

中村 辰眞

生
活
弱
者
に

　
的
確
な
支
援
を

の
検
査
キ
ッ
ト
購
入
は
、
家

計
に
対
す
る
負
担
割
合
が
大

き
く
な
る
。
市
長
が
行
わ
な

い
と
し
た
検
査
キ
ッ
ト
に
対

す
る
助
成
は
、
条
件
を
付
け

て
で
も
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

　
　

日
常
生
活
の
中
で
検
査

キ
ッ
ト
を
使
う
機
会
は
限
ら

れ
る
と
考
え
る
の
で
、
現
時

点
で
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
障
が
い
が
あ
る
方

で
キ
ッ
ト
に
よ
る
検
査
を
求

め
ら
れ
る
実
態
が
あ
れ
ば
、

状
況
を
把
握
し
て
い
く
。

　
　

入
院
中
の
方
が
月
の
途

中
で
県
を
超
え
て
住
民
票
を

移
動
し
た
た
め
、
転
居
前
、

転
居
後
、
両
方
の
保
険
者
か

ら
高
額
療
養
費
制
度
上
限
額

を
請
求
さ
れ
た
。
制
度
の
問

題
で
、
国
が
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

高
額
療
養
費
制
度
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
し
た
制
度

の
趣
旨
と
し
て
は
お
か
し
い
。

国
保
の
審
査
支
払
い
制
度
見

直
し
の
中
で
解
消
に
向
け
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

答問答

か
。

　
　

雲
南
市
立
病
院
に
お
い

て
は
患
者
数
の
状
況
に
よ
り

人
員
体
制
を
強
化
す
る
。

　
　

県
は
２
３
０
万
回
分
の

検
査
キ
ッ
ト
を
確
保
し
て
い

る
と
聞
く
。
市
独
自
で
も
備

え
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

県
は
、
施
設
の
従
業
員

対
象
に
週
３
回
程
度
、
３
か

月
間
実
施
す
る
数
量
で
申
し

込
み
受
付
け
さ
れ
て
い
る
。

必
要
な
対
応
は
県
に
お
い
て

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答問答

改修された学校のトイレ
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中
学
校
の
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
、
地
域
文

化
部
活
動
推
進
事
業
、
地
域

運
動
部
活
動
推
進
事
業
の
成

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
レ
ス
リ
ン
グ
等
に

お
い
て
18
回
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
中
に
さ
ら
に
20
回
を

問答

安田 栄太

部
活
の
地
域
移
行
は

ど
う
な
っ
た
か

予
定
し
て
い
る
。
今
後
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
通
じ
て
課

題
の
洗
い
出
し
や
評
価
、
改

善
を
し
て
い
く
予
定
。

　
　

運
営
主
体
の
確
保
が
難

し
い
と
思
う
が
、
今
後
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

　
　

今
年
度
は
、
キ
ラ
キ
ラ

雲
南
に
運
営
主
体
と
な
っ
て

い
た
だ
い
た
。
全
面
的
移
行

と
な
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
体
協
等
と
の
連
携
を

と
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

民
間
企
業
に
お
け
る
社

会
貢
献
の
注
目
度
が
年
々
高

ま
っ
て
い
る
。
部
活
の
地
域

移
行
と
さ
ま
ざ
ま
な
部
活
の

指
導
に
通
じ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
企
業
の
社
会
貢
献
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性
を

探
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

民
間
に
い
ろ
い
ろ
な
人

材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

方
々
に
も
地
域
の
部
活
動
を

担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
る
。

問答問答

　
　

国
内
で
複
数
の
医
療
機

関
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
り

大
き
な
混
乱
が
起
き
て
い
る
。

市
立
病
院
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
は
十
分
か
。

　
　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

は
外
部
接
続
で
き
な
い
状
態

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
守

回
線
や
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
通
信
デ
ー
タ
の
暗
号
化
、

サ
ー
バ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
構
の
構
築
等
、
現
時
点
で

想
定
し
得
る
不
正
ア
ク
セ
ス

に
対
し
全
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　

大
東
高
校
は
寮
が
無
く
、

市
外
、
県
外
か
ら
の
生
徒
の

受
入
れ
が
進
ま
な
い
。
以
前
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
構
想
が

あ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　

平
成
30
年
度
、
市
内
３

高
校
の
寮
機
能
に
加
え
、
教

員
や
外
国
語
指
導
助
手
、
社

会
人
な
ど
複
合
型
の
交
流
拠

問答問答

松林 孝之

医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　
　

木
次
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
移
転
・
新
築
す
る
と

い
う
方
針
が
や
っ
と
示
さ
れ

た
が
、
供
用
開
始
が
令
和
７

年
４
月
で
あ
り
、
あ
ま
り
に

時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
。
ま

た
斐
伊
保
育
所
の
狭
隘
問
題

問

周藤 正志

時
間
も
費
用
も

か
か
り
過
ぎ
だ

は
解
決
さ
れ
ず
に
い
る
が
、

こ
れ
で
い
い
の
か
。

　
　

狭
隘
問
題
を
解
決
す
る

た
め
可
能
な
限
り
前
倒
し
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。
大
き

な
新
築
工
事
で
あ
り
、
時
間

が
か
か
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

約
２
億
円
の
事
業
費
の

見
込
み
だ
が
、
費
用
が
か
か

り
過
ぎ
で
あ
る
。
ち
な
み

に
近
隣
の
斐
伊
児
童
ク
ラ

ブ
は
４
カ
月
の
工
期
で
３
，

４
０
０
万
円
で
済
ん
で
い
る
。

　
　

資
材
費
高
騰
を
加
味
し

た
最
大
の
見
積
額
だ
。
経
費

の
縮
減
に
努
め
た
い
。

　
　

肝
心
な
の
は
、
迅
速
に

か
つ
費
用
を
抑
え
て
対
応
し
、

問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

だ
。
し
か
し
、
市
の
考
え
は

時
間
を
か
け
て
、
費
用
も
か

け
て
対
応
す
る
と
い
う
も
の

で
、
全
く
の
逆
で
は
な
い
の

か
。

　
　

で
き
る
限
り
迅
速
に
対

応
し
て
き
た
つ
も
り
だ
。
経

費
も
リ
ス
ク
を
見
込
ん
だ
最

大
限
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

答問答問答

点
と
し
て
検
討
し
て
い
た
。

高
校
の
魅
力
化
に
お
け
る
寮

は
重
要
課
題
と
の
認
識
を
両

校
長
と
共
有
し
検
討
中
。

　
　

市
民
や
地
域
を
巻
き
込

み
、
特
化
し
た
ジ
ャ
ン
ル
に

も
力
を
注
ぐ
高
校
づ
く
り
こ

そ
最
大
の
魅
力
化
が
実
現
す

る
の
で
は
。

　
　

市
内
３
高
校
を
地
域
が

支
え
、
行
政
も
一
体
と
な
っ

て
魅
力
化
を
進
め
る
た
め
、

今
後
も
積
極
的
な
議
論
の
推

進
に
努
め
る
。

問答

部活動の地域移行
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原
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特
別
委
員
会
視
察
報
告

　

10
月
11
日
と
12
日
に
益
田

市
、
江
津
市
を
視
察
し
ま
し

た
。
益
田
市
は
、
広
大
な
行

政
エ
リ
ア
、
人
口
減
少
等
、

本
市
と
同
様
な
環
境
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
続
く
人
口

減
少
や
高
齢
化
社
会
、
公
共

交
通
の
利
用
減
少
に
対
応
し

た
効
率
的
な
運
行
等
課
題
は

　

10
月
18
日
か
ら
20
日
に
か

け
、
原
発
事
故
後
11
年
７
カ

月
経
過
し
た
福
島
の
各
地
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

震
災
後
11
年
と
な
る
今

年
（
令
和
４
年
）
８
月
30
日
、

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の

避
難
指
示
解
除
と
な
り
、
９

月
５
日
か
ら
新
庁
舎
で
の
業

務
を
開
始
、
10
月
１
日
か
ら

は
解
除
地
域
へ
の
居
住
も
再

開
さ
れ
、
あ
わ
た
だ
し
い
中

で
の
視
察
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

快
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
復
興
が
始
ま
っ
た
双

葉
町
で
は
、
職
員
の
方
か
ら

今
の
町
は
新
し
く
復
興
さ
れ

つ
つ
あ
る
「
光
」
の
部
分
と

益
田
地
域
公
共
交
通
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
益
田
市
）

複
合
型
レ
ン
タ
ル
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
益
田
市
）

江
津
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
江
津
市
）

原
発
事
故
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
（
福
島
県
双
葉
町
）

福
島
第
一
原
発
廃
炉
作
業
に
つ
い
て

（
福
島
県
大
熊
町
・
双
葉
町
）

多
く
、
路
線
バ
ス
か
ら
乗
合

い
タ
ク
シ
ー
へ
の
変
更
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
へ
の
助

成
、
自
転
車
の
活
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
で
公
共
交
通

の
確
保
を
目
指
し
、
自
治
会

輸
送
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
法
律
的
な
制
約

も
多
く
課
題
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応
複

合
型
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
は
、

近
隣
に
は
な
い
よ
う
な
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

「
新
し
い
働
き
方
」
を
実
現
・

応
援
す
る
施
設
と
し
て
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

江
津
市
で
は
島
根
県
企
業

局
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
太

陽
光
、
風
力
発
電
所
を
視
察

し
ま
し
た
。
両
発
電
所
と
も

に
黒
字
経
営
だ
が
、
苦
情
対

未
だ
に
手
付
か
ず
の
ま
ま
廃

屋
と
な
っ
て
い
く
「
影
」
の

部
分
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
副
町
長

か
ら
は
、「
事
故
は
絶
対
起

き
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
避

難
に
つ
い
て
も
備
え
が
な

か
っ
た
」
と
安
全
神
話
に
浸

か
っ
て
い
た
過
去
の
経
験
を

話
さ
れ
、
語
り
部
さ
ん
か

ら
は
、「
原
発
事
故
は
土
地
、

家
を
失
い
、
家
族
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
原
発
事
故
の

恐
ろ
し
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
の
廃
炉
作
業
は

す
で
に
11
年
が
過
ぎ
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
先
、
と
て
つ

も
な
い
時
間
と
労
力
と
コ
ス

ト
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
確

実
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
福
島
の
現
実

を
し
っ
か
り
直
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
福
島
原
発

事
故
の
教
訓
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
改
め
て
実
感
す
る

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　

双
葉
町
を
訪
れ
て
、
当
時

本
市
か
ら
多
く
の
職
員
を
派

遣
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
大

東
西
小
学
校
か
ら
励
ま
し
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
っ
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
誇
ら
し
い
思
い
に

な
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
る
。

委
員
長
　
白
築
俊
幸

委
員
長
　
細
田
　
実

益田市の複合型レンタルオフィス

福島第１原発廃炉作業（東京電力提供）

策
、
修
理
、
落
雷
対
策
な
ど

費
用
面
で
の
課
題
や
、
天
候

に
左
右
さ
れ
や
す
い
こ
と
か

ら
、
高
性
能
蓄
電
池
開
発
や

水
素
の
効
率
的
製
造
お
よ
び

保
存
方
法
の
開
発
が
待
た
れ

て
い
ま
す
。
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10
月
24
日
と
25
日
に
山
口

県
萩
市
、
山
陽
小
野
田
市
に

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

萩
市
議
会
で
は
、
広
報
委

員
会
と
議
会
報
告
実
行
委
員

会
と
が
分
か
れ
て
お
り
、
議

会
だ
よ
り
は
、
情
報
公
開
の

最
大
ツ
ー
ル
と
し
て
幅
広
い

年
齢
層
に
手
に
取
っ
て
読
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
に
力
を
入

れ
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
は
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
を
実
施
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

山
陽
小
野
田
市
議
会
で
は
、

市
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実

施
さ
れ
て
お
り
、
議
会
だ
よ

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

短
期
・
中
期
・
長
期
の
見
直

し
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会

報
告
会
は
、
参
加
者
の
減
少
、

固
定
化
、
年
齢
層
の
偏
り
な

議
会
報
告
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
・
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

（
山
口
県
萩
市
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
・
広
報
広
聴
活
動
に
つ
い
て

（
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
）

ど
課
題
が
あ
り
、
議
会
カ

フ
ェ
に
改
め
、
お
茶
な
ど
の

お
も
て
な
し
を
し
、
市
民
と

議
員
の
ハ
ー
ド
ル
を
な
く
す

努
力
が
伺
え
ま
し
た
。
議
会

報
告
会
に
代
わ
る
手
段
と
し

て
議
会
報
告
動
画
を
作
成
さ

れ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
が
伝
え
た
い
こ
と
、

市
民
が
知
り
た
い
こ
と
、
求

め
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
が

あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
政
治
と
市
民
の
壁
を

取
り
払
う
こ
と
に
力
を
い
れ

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し

た
。

　

10
月
16
日
、
す
ば
ら
し
い

秋
晴
れ
の
下
、「
尾
原
ダ
ム

完
成
10
周
年
記
念
の
集
い
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

家
屋
移
転
等
、
ダ
ム
建
設
に

協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
出

席
の
下
、
実
行
委
員
会
会
長

と
し
て
石
飛
市
長
の
挨
拶
に

続
き
、
地
元
選
出
の
高
見
衆

議
院
議
員
、
青
木
・
舞
立
・

三
浦
各
参
議
院
議
員
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
森
戸
中
国
地
方
整
備

局
長
、
松
尾
島
根
県
副
知
事
、

能
海
松
江
市
副
市
長
、
飯
塚

出
雲
市
長
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
尾
原
自
治
会
の
舟

津
一
英
さ
ん
か
ら
、
未
来
へ

の
思
い
と
題
し
、「
尾
原
ダ

ム
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

先
人
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が

あ
り
、
そ
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
無
念
な
思
い
が

あ
っ
た
こ
と
を
我
々
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
地

元
の
者
の
責
務
と
し
て
、
こ

の
思
い
を
次
の
世
代
に
引
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ま
で
も
こ
の
ダ
ム

を
活
用
し
、
上
下
流
域
の
交

流
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
も
こ
う
し
た
活
動
に
よ

り
、
よ
り
一
層
こ
の
地
域
を

賑
わ
せ
て
い
き
た
い
。」
と

の
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
三
刀
屋
高
校
吹
奏
楽

部
や
仁
多
乃
炎
太
鼓
の
演
奏
、

槻
之
屋
神
楽
の
演
舞
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
下

流
域
交
流
の
一
環
と
し
て
、

松
江
市
で
活
躍
し
て
い
る
堀

川
遊
覧
船
を
さ
く
ら
お
ろ
ち

湖
に
浮
か
べ
、
遊
覧
航
行
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
会
場
内
で

は
、
10
周
年
記
念
カ
ー
ド
や

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
配
布
、

ダ
ム
の
見
学
会
等
が
行
わ
れ
、

何
れ
も
盛
況
で
し
た
。
好
天

に
恵
ま
れ
る
中
、
会
場
に
は

た
く
さ
ん
の
屋
台
が
出
店
し
、

そ
の
前
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
押

さ
え
ら
れ
て
い
た
こ
れ
ま
で

の
鬱
憤
を
晴
ら
す
か
の
よ
う

に
、
約
３
，
５
０
０
人
が
来

場
す
る
記
念
す
べ
き
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

尾
原
ダ
ム

完
成
10
周
年
記
念
の
集
い

白
　
築
　
俊
　
幸
　
議
員

委
員
長
　
上
代
和
美

堀川遊覧船をさくらおろち湖へ

山陽小野田市議会にて
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毎
年
、
12
月
に
１
年
の
世
相
を
表
す
「
今
年
の
漢
字
」（
日

本
漢
字
能
力
検
定
）
が
発
表
さ
れ
、
令
和
４
年
は
「
戦
」
で

あ
っ
た
。

　

雲
南
市
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
「
戦
」
と
い
う
漢
字
が
１

年
を
象
徴
す
る
一
字
で
あ
っ
た
よ
う
な
感
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
「
戦
」、
令
和
３
年
７
月
豪

雨
災
害
復
旧
に
お
け
る
時
間
と
の
「
戦
」、
円
安
・
物
価
高

に
よ
る
市
民
生
活
や
地
域
経
済
の
疲
弊
と
の
「
戦
」。
市
議

会
で
も
、
こ
の
１
年
、
多
く
の
時
間

を
費
や
し
対
応
し
て
き
た
。

　

さ
て
、
令
和
５
年
は
、
明
る
い
話

題
も
多
く
な
り
、
卯
年
に
ち
な
み
大

き
く
飛
躍
を
す
る
１
年
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
も
、
直
面
す
る
課
題
に
立

ち
向
か
い
、
議
会
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
、
新
年
に
あ
た
り
改
め
て
決
意

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉

雲南市議会事務局 電話 :（0854）40-1004　FAX:（0854）40-1009
MAIL：gikai@city.unnan.shimane.jp

委 員 長　安田　栄太　　副委員長　上代　純子

委　　員　児玉　幸久　　鶴原　能也　　梶谷　佳平
　　　　　宇都宮　晃　　藤原　信宏　　白築　俊幸

　３月定例会の請願・陳情は２月27日
17時までに、議会事務局へ直接提出し
て下さい。
　上記の受付期間を過ぎた請願・陳情
は、６月定例会での審査となります。

請願・陳情の提出について

編
集
後
記

　
「
日
本
さ
く
ら
の
会
」
会
長
は
、
あ

て
職
で
衆
議
院
議
長
が
そ
の
職
に
あ
た

り
ま
す
。

　

第
67
代
桜
内
義
雄
衆
議
院
議
長
就
任

時
に
、
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
の

認
定
を
受
け
て
か
ら
30
年
が
経
過
し
た

今
、第
78
代
細
田
博
之
衆
議
院
議
長（
日

本
さ
く
ら
の
会
会
長
）
を
始
め
、
高
階

恵
美
子
衆
議
院
議
員
（
日
本
さ
く
ら
の

会
評
議
員
）、
舞
立
昇
治
参
議
院
議
員
、

丸
山
達
也
島
根
県
知
事
ほ
か
多
く
の　

の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
さ
く
ら
名
所

百
選
「
斐
伊
川
堤
防
桜
並
木
」
認
定
30

周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
記

念
事
業
が
２
年
先
延
べ
さ
れ
た
た
め
に

奇
跡
的
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
な
り
感
慨

深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
「
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
」
の
さ
く

ら
を
題
材
と
し
た
曲
や
「
オ
ロ
チ
の
路

ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に
よ
る
フ

ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
演
奏
を
し
て
い
た
だ

き
、
式
典
を
よ
り
華
や
か
に
演
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
桜
の
ま
ち
づ
く
り

に
ご
尽
力
さ
れ
た
個
人
、
団
体
に
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。式
典
に
続
き
、

秋
田
県
仙
北
市
の
さ
く
ら
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
黒
坂
登
氏
（
樹
木
医
）
に
よ
る
記

念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
雲
南
市
さ
く
ら
の
会
」
は
、
一
時

期
混
乱
を
招
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
２

年
間
を
経
て
、
新
し
く
石
飛
市
長
が
会

長
に
就
任
さ
れ
、「
日
本
一
の
さ
く
ら

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
東
町
の
河
津
桜（
２
月
開
花
）か

ら
三
刀
屋
町
の
御
衣
黄（
４
月
末
開
花
）

ま
で
３
カ
月
に
わ
た
る
桜
の
開
花
が
楽

し
め
る
雲
南
市
。

　

私
た
ち
の
心
に
「
夢
や
希
望
」「
感

動
や
勇
気
」
を
も
た
ら
す
桜
に
よ
る
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
取
り
組
む
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
瞬
間
で
し
た
。

“桜のまちの新たなステージへ”
（日本さくら名所100選「斐伊川堤防桜並木」認定30周年記念式典）　会場：チェリヴァホール

佐藤　隆司　議員

桜のまちづくりにご尽力された皆様

議会広報広聴特別委員会議会広報広聴特別委員会


